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薩
摩
隼
人
の
誤
算　
　
　
　
　

　
　
　
　

〜
攻
城
戦
の
破
綻
と
不
落
の
城
〜

内　

山　

幹　

生

　

西
南
戦
争
は
近
代
日
本
最
大
の
国
内
戦
で
あ
っ
た
。
熊
本
以
南
、
九
州
の
南
半

分
が
戦
場
と
な
り
、
そ
の
緒
戦
、
最
も
緊
迫
し
た
局
面
の
一
つ
が
熊
本
城
の
攻
防

で
あ
る
。
熊
本
城
は
、
名
城
と
う
た
わ
れ
、
難
攻
不
落
と
称
え
ら
れ
た
。
西
郷
隆

盛
を
首
魁
と
す
る
強
兵
薩
軍
の
猛
攻
に
耐
え
た
こ
と
も
、
そ
の
裏
付
け
と
理
解
さ

れ
て
い
る
。
堀
や
石
垣
・
建
物
等
、
緻
密
に
計
画
さ
れ
た
巨
大
な
要
塞
で
あ
り
、

攻
略
至
難
の
城
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
へ
薩
軍
の
猛
攻
で

あ
る
。
剽
悍
薩
摩
隼
人
は
、
当
時
最
強
の
戦
闘
集
団
と
目
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
の

攻
城
戦
術
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
否
、
熊
本
城
を
攻
め
る
際
、
そ
も

そ
も
戦
術
が
あ
っ
た
の
か
。
城
攻
め
の
実
態
を
み
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

戦
端

　

西
南
戦
争
に
つ
い
て
の
文
献
は
、
官
製
・
私
製
を
問
わ
ず
厖
大
な
量
が
あ
り
、

そ
の
全
貌
把
握
が
困
難
な
ほ
ど
で
あ
る
。
陸
軍
参
謀
本
部
日
誌
関
連
・
同
戦
闘
経

過
記
録
、
従
軍
者
の
日
記
等
か
ら
籠
城
日
誌
な
ど
ま
で
、
内
容
も
多
彩
で
あ
る
。

本
稿
を
起
こ
す
に
際
し
て
は
、
客
観
性
に
優
れ
た
川
口
武
定
（
当
時
第
一
旅
団
会

計
部
長
）
に
よ
る
『
従
西
日
記
』、
参
謀
本
部
陸
軍
部
編
『
征
西
戦
記
稿
』、
加
治

木
常
樹
『
薩
南
血
涙
史
』
な
ど
を
参
考
と
し
た
。
本
文
中
の
引
用
は
、
特
に
こ
と

わ
ら
な
い
限
り
、
敗
者
た
る
薩
軍
側
に
身
を
置
い
た
人
物
、
加
治
木
常
樹
の
著
書

『
薩
南
血
涙
史
』
に
よ
る
。

　

明
治
一
○
年
（
一
八
七
七
）
二
月
一
二
日
、
陸
軍
大
将
西
郷
隆
盛
、
同
少
将
桐

野
利
秋
、
同
篠
原
国
幹
の
三
名
は
鹿
児
島
県
庁
を
訪
ね
、
県
令
大
山
綱
良
に
「
拙

者
共
事
、
先
般
御
暇
の
上
非
役
に
し
て
帰
県
い
た
し
居
候
処
、
今
般
政
府
へ
尋
問

之
筋
有
之
…
」
と
し
た
た
め
た
政
府
問
罪
の
文
書
を
提
出
し
た
。
翌
二
月
一
三
日
、

大
山
県
令
は
西
郷
ら
の
政
府
問
罪
書
面
を
受
け
、「
旧
兵
隊
等
随
行
、
不
日
に
上

京
の
段
届
出
候
に
付
…
」
と
い
う
布
達
に
添
え
、
西
郷
暗
殺
の
密
命
を
受
け
て
い

た
と
す
る
警
視
庁
小
警
部
中
原
尚
雄
の
供
述
書
面
を
印
刷
し
、
県
内
各
地
に
掲
示

し
た
。　

　

二
月
一
三
日
よ
り
隊
伍
編
成
が
開
始
さ
れ
、
私
学
校
正
面
の
旧
藩
練
兵
場
に
士

族
が
陸
続
と
参
集
す
る
。
翌
二
月
一
五
日
、
お
り
か
ら
雪
の
降
り
し
き
る
中
、
鹿

児
島
市
内
編
成
部
隊
の
先
陣
を
切
っ
て
一
番
大
隊
が
進
発
し
、
続
い
て
二
番
大
隊

も
鹿
児
島
を
後
に
し
た
。
二
月
一
五
日
現
在
の
兵
力
を
示
し
て
お
く
。

鹿
児
島
市
内
か
ら
の
編
成
兵
力　

一
番
〜
五
番　

↓　

五
個
大
隊
（
五
○
個

小
隊
）
一
万
一
二
五
八
人

鹿
児
島
市
外
か
ら
の
編
成
兵
力　

六
番
〜
七
番　

↓　

二
個
大
隊
（
一
九
個

小
隊
）　

約
一
六
○
○
人

　
　
　

※
合
計
一
万
二
八
五
八
人　
（
う
ち
砲
兵　

約
二
○
○
人 

）

※
砲
装
備　

四
斤
山
砲
二
八
門　

一
二
斤
野
砲
二
門　

臼
砲
三
○
門
（
合

計
七
○
門
）

　
　
　
　
（
右
各
砲
種
を
二
等
分
し
て
二
個
砲
隊
と
し
た
）　

　

二
月
二
○
日
午
後
二
時
、
六
番
・
七
番
大
隊
統
括
司
令
官
別
府
晋
介
の
率
い
る

薩
軍
先
鋒
部
隊
（
加
治
木
隊
）
は
、
熊
本
城
下
の
南
方
、
川
尻
町
に
到
達
し
て
い

る
。
斥
候
を
出
し
て
様
子
を
う
か
が
う
と
、
城
下
は
す
こ
ぶ
る
不
穏
の
状
態
に

あ
っ
た
。　

熊
本
鎮
台
自
ら
民
家
に
火
し
て
城
外
を
清
掃
し
、
各
所
の
要
部
に
砲
台
を
増
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置
し
地
雷
を
埋
設
し
、
以
て
益
々
戦
備
を
厳
に
し
、
予
め
待
つ
あ
る
も
の
に

似
た
り
、
而
し
て
其
の
火
末
だ
滅
せ
ず
老
幼
徒
跣
東
西
に
迷
離
し
、
動
揺
宛

も
沸
く
が
如
し
…

　

薩
軍
川
尻
到
着
の
報
を
受
け
、
熊
本
鎮
台
で
は
参
謀
長
樺
山
資
紀
中
佐
が
、「
今
、

専
ら
居
守
を
主
と
す
る
、
恐
ら
く
は
士
気
を
阻
喪
せ
ん
」
と
考
え
、
隅
岡
長
道
お

よ
び
小
島
政
利
両
大
尉
に
川
尻
の
薩
軍
本
営
襲
撃
を
命
じ
た
。
二
月
二
一
日
午
前

一
時
頃
、
彼
ら
の
一
隊
は
ひ
そ
か
に
城
を
出
て
川
尻
に
至
り
、
そ
こ
で
薩
軍
の
哨

兵
に
発
見
さ
れ
た
が
、
狼
狽
し
た
鎮
台
兵
は
、
薩
兵
よ
り
誰
何
（
す
い
か
）
を
受

け
る
前
に
銃
を
乱
射
し
て
し
ま
う
。
こ
の
衝
突
が
西
南
戦
争
最
初
の
戦
闘
と
み
ら

れ
て
い
る
。

　

鎮
台
兵
は
実
戦
に
慣
れ
て
い
な
い
。
薩
兵
が
反
撃
す
る
と
、
武
器
弾
薬
を
遺
棄

し
て
逃
走
し
た
。
下
士
官
一
名
が
捕
ら
え
ら
れ
、
本
営
に
連
行
さ
れ
、
別
府
晋
介

が
自
ら
尋
問
し
、
以
下
の
供
述
を
え
た
。

鎮
台
、
戦
備
に
従
ひ
施
設
す
る
所
甚
だ
多
く
、
城
を
繞
（
め
ぐ
）
れ
る
幾
多

の
要
害
は
悉
く
兵
を
配
置
し
て
或
は
鹿
柴
（
ろ
く
さ
い
）
を
設
け
、
或
は
橋

梁
を
撤
し
、
以
て
厳
か
に
侵
入
に
備
え
、
又
急
に
市
井
の
技
工
を
雇
役
し
多

数
の
地
雷
を
製
造
し
て
、
其
大
部
分
は
之
を
八
幡
の
高
地
に
埋
設
し
、
敵
を

し
て
予
め
勝
つ
べ
か
ら
ざ
る
の
形
を
為
せ
り
、
既
に
し
て
昨
、
貴
軍
先
鋒
川

尻
に
入
る
の
報
あ
り
、
本
夜
長
官
我
隊
に
命
ず
る
に
、
軽
装
川
尻
付
近
を
偵

邏
し
、
為
し
得
べ
く
ん
ば
敵
営
を
火
掃
せ
ん
こ
と
を
…

  

下
士
官
の
供
述
を
聞
い
た
薩
軍
各
将
校
は
、
熊
本
城
下
に
お
い
て
戦
闘
準
備
が

万
端
整
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い
知
る
。
彼
ら
は
、「
今
回
の
挙
に
関
し
て
深
い
趣

意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
究
め
ず
卒
意
妄
断
、
反
徒
を
以
て
し
、
自
ら
出
て
戦
を
挑
む

そ
の
曲
は
則
ち
彼
に
あ
り
」
と
し
て
、
最
終
手
段
に
訴
え
、
鉄
火
を
も
っ
て
東
上

す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
翌
二
一
日
、
後
続
の
薩
軍
主
力
部
隊
は
川
尻
に
到
着
し
、

先
鋒
部
隊
の
進
言
を
容
れ
、
す
ぐ
さ
ま
攻
城
と
決
定
し
て
い
る
。
そ
の
主
た
る
方

針
は
、

　

一
、
軍
を
分
か
っ
て
正
面
お
よ
び
背
面
の
二
と
な
す

  

一
、
正
面
軍
（
一
五
小
隊
約
三
○
○
○
人
）
を
も
っ
て
城
の
東
南
面
を
攻
め
、

背
面
軍
（
約
四
二
○
○
）
を
も
っ
て
城
の
西
北
面
を
撃
つ

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
迎
え
撃
つ
熊
本
鎮
台
の
守
備
兵
力
と
城
域
の
陣
地
配
置
は
、
二
月
二
二

日
現
在
で
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

○
守
備
兵
力
（
人
数
）

　
　

本
営　
　
　
　
　
　
　

一
四
六

      

歩
兵
第
十
三
連
隊　
　

一
九
○
四

      

砲
兵
第
六
大
隊　
　
　

三
三
○

      

予
備
砲
兵
第
三
大
隊　

九
八

      

工
兵
第
六
小
隊　
　
　

一
○
六

      

歩
兵
第
十
四
連
隊　
　

三
三
一（
左
半
隊
、二
月
一
九
日
小
倉
営
所
よ
り
入
城
）

      

警
視
隊　
　
　
　
　
　

四
○
○
（
一
説
に
六
○
○
名
、
二
月
二
○
日
入
城
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
計
三
三
一
五
名

※
別
途
、
熊
本
県
権
令
富
岡
敬
明
、
品
川
内
務
書
記
官
ら
属
官
二
三
名
、
将

校
家
族
一
九
名
、
雑
吏
・
人
夫
が
あ
り
。
こ
の
数
を
加
え
て
総
勢

三
七
六
九
名
と
さ
れ
て
い
る
。

※
当
時
、
熊
本
城
に
は
鎮
台
司
令
長
官
谷
干
城
少
将
、
参
謀
長
樺
山
資
紀
中

佐
、
参
謀
副
長
児
玉
源
太
郎
少
佐
ら
が
お
り
、
明
治
一
○
年
一
月
に
は
、

参
謀
本
部
よ
り
川
上
操
六
少
佐
が
特
派
さ
れ
て
い
た
。

　

○
守
備
配
置

　
　

①
下
馬
橋　
　
　
　
　

歩
兵
一
個
中
隊
・
山
砲
一
門
・
警
視
隊
五
番
組
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②
法
華
坂
（
二
之
丸
） 

歩
兵
一
個
中
隊
・
山
砲
二
門

　
　

③
古
城　
　
　
　
　
　

歩
兵
一
個
中
隊

　
　

④
千
葉
城　
　
　
　
　

歩
兵
一
個
中
隊
・
野
砲
一
門
・
山
砲
一
門

⑤
埋
門
・
棒
安
坂　
　

歩
兵
一
個
中
隊
・
山
砲
二
門
・
臼
砲
一
門
・
警
視
隊

六
番
組
一
個
小
隊

　
　

⑥
一
日
亭　
　
　
　
　

歩
兵
一
個
中
隊

　
　

⑦
嶽
丸　
　
　
　
　
　

歩
兵
一
個
中
隊

⑧
県
庁　
　
　
　
　
　

歩
兵
一
個
中
隊
・
山
砲
二
門
・
臼
砲
二
門
・
警
視
隊

四
番
組

⑨
藤
崎
神
社　
　
　
　

歩
兵
一
個
中
隊
・
野
砲
二
門
・
山
砲
一
門
・
臼
砲
一

門
・
警
視
隊
一
番
組
一
個
小
隊

⑩
片
山
邸　
　
　
　
　

歩
兵
一
個
中
隊
・
山
砲
一
門
・
臼
砲
一
門
・
警
視
隊

二
番
組
一
個
小
隊

⑪
漆
畑
・
野
砲
営　
　

歩
兵
一
個
中
隊
・
野
砲
一
門
・
山
砲
二
門
・
警
視
隊

三
番
組
一
個
小
隊

　
　

⑫
新
野
砲
営　
　
　
　

山
砲
一
門
・
臼
砲
一
門

※
そ
の
他
の
歩
兵
、
す
な
わ
ち
歩
兵
第
十
三
連
隊
の
一
個
中
隊
お
よ
び
第

十
四
連
隊
の
全
部
は
、
野
砲
二
門
お
よ
び
山
砲
一
門
と
と
も
に
城
内
守
備

に
就
き
、
そ
の
他
を
も
っ
て
予
備
と
し
た
。

　
　

※
火
砲
数　
　
　

野
砲
六
門　

山
砲
一
三
門　

臼
砲
七
門　
（
合
計
二
六
門
）

  

川
尻
で
薩
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
鎮
台
下
士
官
の
供
述
、「
城
を
繞
（
め
ぐ
）
れ

る
幾
多
の
要
害
は
悉
く
兵
を
配
置
し
て
或
は
鹿
柴
（
ろ
く
さ
い
）
を
設
け
…
」、

そ
の
ま
ま
の
状
況
で
あ
っ
た
。
熊
本
城
の
境
域
は
、『
新
熊
本
市
史
』（
通
史
編
三

巻
）
に
よ
る
と
、
茶
臼
山
台
地
に
周
域
面
積
約
八
○
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
約

五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
そ
の
中
の
東
西
南
北
の
諸
要
害
に
多
く
の
櫓
と
出

入
り
の
門
が
構
え
ら
れ
、
万
全
の
防
備
体
制
に
あ
っ
た
。

　

城
郭
内
の
建
造
物
は
、
最
近
の
調
査
に
よ
り
、
天
主
二
、
櫓
六
七
、
櫓
門
一
九
、

冠
木
門
他
三
三
を
数
え
る
城
郭
群
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
戊
辰
戦
争

で
攻
城
戦
を
経
験
し
た
会
津
若
松
城
の
周
域
面
積
約
二
四
万
平
方
メ
ー
ト
ル
と
比

較
し
て
も
、
熊
本
城
の
圧
倒
的
な
城
構
え
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
籠
城
軍
が
主

に
拠
っ
て
い
た
の
は
、
行
幸
橋
か
ら
北
上
し
た
備
前
堀
、
か
ら
堀
、
北
大
手
門
を

経
て
監
物
台
樹
木
園
、
さ
ら
に
東
方
向
に
折
れ
、
棒
安
坂
を
下
り
熊
本
国
税
局
千

葉
城
分
室
、
厩
橋
に
抜
け
市
役
所
前
の
長
塀
に
沿
い
行
幸
橋
に
還
る
巨
大
な
石
垣

に
囲
ま
れ
た
本
丸
周
域
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
西
北
方
三
之
丸
、
二
之
丸
（
当
時
は
歩
兵
十
三
連
隊
屯
営
）、
藤
崎

台
球
場
、
国
立
熊
本
病
院
、
合
同
庁
舎
、
県
立
第
一
高
校
な
ど
、
籠
城
地
域
の
四

倍
あ
ま
り
の
広
大
な
地
域
が
外
郭
・
要
害
と
し
て
存
在
し
、
こ
の
範
囲
に
散
在
す

る
鎮
台
諸
施
設
と
と
も
に
、
籠
城
兵
力
の
前
衛
陣
地
・
塹
壕
が
隅
々
ま
で
構
築
さ

れ
て
い
た
。

二　

緒
戦

　

正
面
戦

  

薩
軍
正
面
軍
の
先
鋒
は
、
元
陸
軍
少
佐
池
上
四
郎
率
い
る
五
番
大
隊
で
、
二
月

二
二
日
早
朝
よ
り
城
の
東
南
方
面
か
ら
攻
撃
を
開
始
し
た
。
こ
の
部
隊
は
海
路
か

ら
熊
本
入
り
し
て
お
り
、
い
う
な
れ
ば
脚
力
を
温
存
し
、
体
力
を
保
持
し
て
き
た

戦
力
で
あ
る
。
正
面
軍
が
本
荘
に
至
る
こ
ろ
、
払
暁
を
期
し
て
鎮
台
砲
兵
の
射
撃

が
始
ま
り
、
池
上
は
攻
撃
方
面
を
部
署
し
、
長
六
橋
・
代
継
橋
・
安
巳
橋
・
明
午

橋
お
よ
び
龍
田
山
、
出
町
の
各
方
面
よ
り
前
進
を
開
始
し
た
。

　

五
番
大
隊
一
番
小
隊
（
河
野
小
隊
）
河
野
主
一
郎
は
、
薩
軍
に
呼
応
し
て
旧
熊
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本
藩
士
で
編
成
さ
れ
た
熊
本
隊
竹
内
武
太
夫
の
建
言
と
加
勢
を
え
て
、
城
郭
に
最

も
近
接
し
た
加
藤
神
社
々
域
を
占
領
し
た
。
そ
こ
を
拠
点
に
し
て
城
壁
に
迫
り
、

突
入
を
は
か
る
が
、
鎮
台
兵
の
猛
射
を
受
け
、
そ
の
つ
ど
押
し
返
さ
れ
て
い
る
。

村
田
小
隊
村
田
三
介
は
、
熊
本
隊
同
様
薩
軍
に
呼
応
し
た
熊
本
協
同
隊
高
田
露

（
あ
き
ら
）
の
嚮
導
で
安
巳
橋
ま
で
到
達
し
て
い
た
が
、
伏
兵
の
攻
撃
を
受
け
、

さ
ら
に
城
中
か
ら
の
激
し
い
砲
撃
に
よ
り
一
時
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
直
後
、

後
続
の
長
崎
、
園
田
、
峰
崎
の
各
小
隊
が
安
巳
橋
よ
り
相
次
い
で
進
撃
し
、
村
田

隊
と
の
協
同
で
対
岸
の
千
反
畑
を
攻
略
す
る
。
こ
の
時
点
で
、
城
外
へ
出
て
い
た

鎮
台
兵
の
一
隊
は
城
内
に
退
却
し
た
。

　

正
午
、
池
上
は
休
戦
を
指
令
し
、
兵
力
を
一
旦
安
巳
橋
に
集
め
、
攻
撃
部
署
を

改
め
て
再
び
城
壁
突
破
を
は
か
る
。
こ
の
と
き
の
戦
い
を
加
治
木
常
樹
は
、「
是

に
於
い
て
激
戦
ま
た
起
こ
り
、
敵
弾
轟
々
頭
上
に
破
裂
し
、
銃
丸
戞
々
（
か
つ
か

つ
）
脚
下
に
迸
轉
（
ほ
う
て
ん
）
し
、
硝
煙
砂
塵
満
空
に
瀰
漫
（
び
ま
ん
）
し
、

天
日
為
に
光
を
蔵
む
る
の
観
あ
り
…
」
と
記
し
、「
既
に
し
て
日
暮
る
、
薩
軍
諸

隊
少
し
く
退
き
適
宜
の
陣
地
に
寨
を
起
こ
し
、
拠
っ
て
以
て
敵
と
相
対
し
、
火
戦

夜
猶
昼
の
如
し
」
と
結
ぶ
。

  

背
面
戦

  

薩
軍
一
番
大
隊
と
二
番
大
隊
の
一
部
、
さ
ら
に
六
番
お
よ
び
七
番
大
隊
の
一
部

は
、
二
月
二
二
日
午
前
三
時
か
ら
四
時
に
か
け
て
川
尻
を
出
発
し
、
六
時
か
ら
七

時
に
か
け
て
各
々
の
待
機
地
点
に
到
着
し
た
。
直
後
、
一
番
大
隊
一
番
小
隊
西
郷

小
兵
衛
を
含
む
二
○
個
小
隊
は
、
相
前
後
し
て
祇
園
山
（
の
ち
の
花
岡
山
）
を
越

え
、
段
山
の
正
面
を
衝
き
、
午
前
一
○
時
頃
、
奪
取
に
成
功
す
る
。
鎮
台
兵
は
し

ば
し
ば
逆
襲
し
奪
還
を
は
か
る
が
、
成
功
せ
ず
退
却
し
た
。
一
番
大
隊
四
番
小
隊

は
、
城
の
西
北
方
高
台
に
位
置
す
る
藤
崎
八
旛
宮
（
現
在
は
井
川
淵
町
に
移
転
）

に
達
し
、
勢
い
に
乗
じ
て
城
内
に
突
入
す
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
別
の
数
個
小
隊
は

藤
崎
宮
の
右
翼
に
つ
い
て
城
壁
を
登
ろ
う
と
す
る
が
、
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

七
番
大
隊
八
番
小
隊
は
さ
ら
に
進
ん
で
古
城
お
よ
び
法
華
坂
に
迫
る
が
、
城
内
か

ら
の
応
射
が
す
さ
ま
じ
く
、
退
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　

辺
見
十
郎
太
は
、
三
番
大
隊
一
番
小
隊
を
引
率
し
て
川
尻
か
ら
迎
町
を
経
て
戦

場
に
到
着
し
た
。
夕
刻
、
祇
園
山
に
登
り
、
地
形
を
展
望
し
て
戦
況
を
概
観
し
た

と
こ
ろ
、
薩
軍
兵
士
が
城
内
に
突
入
し
た
形
跡
は
見
え
な
い
。
辺
見
は
、「
是
よ

り
我
隊
を
以
て
城
中
に
突
撃
せ
ん
、
諸
士
斃
れ
て
已
む
の
覚
悟
を
以
て
奮
闘
す
べ

し
」
と
号
令
し
、
ラ
ッ
パ
手
の
進
軍
の
譜
吹
奏
に
よ
っ
て
段
山
堡
塁
（
ほ
う
る

い
）
へ
突
撃
を
開
始
し
た
。
城
兵
は
、
八
幡
山
よ
り
山
砲
と
小
銃
で
応
戦
し
、
こ

れ
を
防
ぎ
撃
退
す
る
。
こ
の
後
、
薩
軍
二
番
砲
隊
は
夜
半
に
城
下
に
到
着
し
て
、

熊
本
城
を
眼
下
に
見
通
す
祇
園
山
々
腹
と
日
向
崎
の
高
地
に
砲
座
を
構
築
し
、
四

斤
山
砲
一
二
門
を
分
架
し
、
城
中
へ
向
け
て
砲
撃
を
開
始
し
た
。

　

翌
二
月
二
三
日
午
前
一
時
、
正
面
の
薩
軍
歩
兵
部
隊
は
、
再
び
包
囲
を
狭
め
な

が
ら
攻
城
を
仕
掛
け
る
。
払
暁
よ
り
加
藤
神
社
の
高
地
、
千
反
畑
、
安
巳
橋
の
三

地
点
か
ら
一
斉
に
攻
撃
し
た
が
、
午
後
に
至
っ
て
も
戦
況
は
進
展
し
な
か
っ
た
。

そ
の
他
の
正
面
諸
部
隊
も
力
攻
す
る
が
、
城
兵
も
よ
く
防
ぎ
、
ま
だ
一
角
も
破
ら

れ
て
い
な
い
。
薩
軍
は
適
所
に
堡
塁
を
築
き
、
長
囲
持
久
の
体
制
を
採
ら
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。
一
方
、
城
の
背
面
に
対
陣
す
る
部
隊
は
、
午
前
一
時
よ
り
三
時
に

わ
た
り
主
力
を
挙
げ
て
片
山
邸
・
法
華
坂
の
政
府
軍
陣
地
を
強
襲
し
た
が
不
首
尾

に
終
わ
る
。

　

こ
の
間
、
日
向
崎
の
薩
軍
砲
兵
は
、
高
地
に
よ
っ
て
四
斤
山
砲
六
門
の
射
撃
で

戦
果
を
挙
げ
、「
瞰
射
し
照
準
精
妙
丸
虚
発
な
し
」
と
評
さ
れ
た
。
砲
隊
の
活
躍

は
あ
っ
た
も
の
の
、
攻
囲
の
歩
兵
部
隊
は
、

既
に
し
て
天
明
る
く
、
花
岡
山
及
び
日
向
崎
に
於
け
る
砲
隊
各
々
益
々
威
力
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を
発
揮
し
、
以
て
歩
兵
の
活
動
を
幇
助
し
、
坂
本
敬
介
隊
高
麗
門
跡
を
出
て

県
庁
の
一
隅
に
突
進
し
、
逸
見
（
マ
マ
）
そ
の
右
半
隊
を
率
ゐ
て
迎
町
よ
り

細
工
町
に
出
て
左
半
隊
と
交
代
し
、
高
城
そ
の
右
半
隊
を
率
ゐ
て
三
間
町
よ

り
寺
原
町
に
出
て
、
そ
の
他
諸
隊
ま
た
相
競
っ
て
開
進
し
各
々
城
に
迫
り
し

も
、
各
処
の
敵
兵
必
死
拒
戦
し
、
攻
撃
功
を
奏
す
る
能
は
ず
遂
に
皆
兵
を
収

め
て
退
く
、

と
い
う
事
態
に
な
り
、
早
く
も
緒
戦
に
し
て
膠
着
状
態
に
陥
っ
た
。

  

熊
本
城
に
拠
っ
た
政
府
軍
は
、「
籠
城
軍
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な

緒
戦
の
戦
闘
経
過
を
み
て
も
、
亀
の
子
の
よ
う
に
城
郭
内
に
首
を
引
っ
込
め
、
手

足
を
縮
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
あ
ら
か
じ
め
築
造
し
て
い
た
前
衛

陣
地
や
塹
壕
・
堡
塁
に
出
て
、
果
敢
に
勇
戦
し
た
と
い
え
る
。
薩
軍
諸
将
は
、
本

格
的
戦
闘
開
始
初
日
に
し
て
、
攻
城
方
針
の
再
検
討
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三　

転
機

　

緒
戦
に
お
け
る
熊
本
鎮
台
徴
募
兵
の
戦
い
ぶ
り
は
、
薩
軍
幹
部
の
予
想
を
は
る

か
に
超
え
た
も
の
で
、
攻
城
方
略
を
一
変
さ
せ
る
の
に
十
分
で
あ
っ
た
。
二
月

二
二
日
、
薩
軍
一
番
大
隊
長
篠
原
国
幹
元
少
将
は
、
熊
本
城
下
に
お
け
る
幹
部
会

議
で
熊
本
城
奪
取
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。

今
敵
高
壁
に
拠
り
包
射
甚
だ
急
な
り
、
勢
当
り
易
か
ら
ず
、
若
し
我
れ
孤
城

に
屑
々
と
し
て
曠
日
瀰
久
す
る
、
恐
ら
く
は
進
取
の
機
を
失
せ
ん
、
宜
し
く

全
軍
大
挙
し
て
四
面
梯
登
、
城
裡
に
闖
入
す
べ
き
の
み
、
此
の
城
一
た
び
陥

ら
ば
九
州
風
靡
、
海
裡
鼎
沸
、
天
下
の
事
手
に
唾
し
て
成
る
べ
き
な
り
、

  

篠
原
は
、
熊
本
城
下
に
到
着
し
て
い
る
全
兵
力
を
以
て
城
内
へ
突
入
す
る
強
攻

策
を
主
張
し
た
。
孤
城
に
す
ぎ
な
い
熊
本
城
一
つ
に
ぐ
ず
ぐ
ず
拘
わ
っ
て
い
て
は

戦
略
的
機
会
を
失
う
と
し
、
強
襲
し
て
落
と
す
こ
と
に
よ
り
九
州
の
士
族
も
薩
軍

に
追
従
し
て
世
の
中
も
沸
騰
し
て
、
天
下
の
事
も
成
る
と
い
う
。
結
局
、
彼
の
主

張
は
容
れ
ら
れ
、「
乃
ち
此
夜
深
更
を
期
し
て
事
を
挙
げ
ん
と
し
、
先
づ
旨
を
押

伍
（
※
下
士
官
ク
ラ
ス
）
以
上
に
伝
う
、
諸
隊
部
将
命
を
領
し
薄
暮
各
々
待
機
陣

地
に
就
き
、
腕
を
扼
し
て
機
の
至
る
の
を
待
つ
」
こ
と
に
な
り
、
二
月
二
三
日
、

総
攻
撃
が
開
始
さ
れ
た
。

  

二
月
二
二
日
夜
半
、
御
船
方
面
に
迂
回
し
て
い
た
四
番
大
隊
三
番
小
隊
長
野
村

忍
助
は
、
川
尻
に
入
る
や
、
本
営
の
方
針
が
、「
戦
議
強
圧
」
に
決
定
し
た
旨
を

知
ら
さ
れ
る
。
野
村
に
は
自
ら
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
い
わ
く
、「
全
軍
強

圧
、
成
敗
を
一
挙
に
決
せ
ん
と
す
る
快
は
則
ち
快
な
り
と
雖
も
、
恐
ら
く
は
事
容

易
に
非
ず
」
と
。
熊
本
城
の
よ
う
な
堅
城
に
拘
泥
し
て
、
い
た
ず
ら
に
兵
を
曝
露

す
る
の
は
危
険
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
う
ち
政
府
軍
増
援
部
隊
が
諸
方
か
ら
到
着

す
る
と
、
現
状
兵
力
で
手
に
負
え
る
も
の
で
は
な
い
。
攻
城
兵
力
を
一
部
割
い
て

北
上
し
、
豊
前
小
倉
を
占
領
し
て
政
府
軍
の
一
兵
も
海
峡
を
越
え
さ
せ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
肝
要
と
訴
え
た
。「
果
し
て
然
ら
ば
、
孤
城
重
囲
の
中
に
在
り
て

飢
困
自
陥
る
に
至
ら
ず
ん
ば
巳
ま
じ
、
正
に
是
れ
、
一
挙
両
得
の
道
な
り
」
と
す

る
主
旨
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
考
え
に
は
、
他
の
薩
軍
将
校
に
も
賛
同
す
る
も
の
が
あ
り
、
支
持
も
え
た

が
、
一
様
に
熊
本
の
本
営
に
は
か
っ
て
議
決
を
受
け
る
べ
き
と
い
う
。
野
村
は
、

「
事
、
迅
速
を
尊
ぶ
、
徒
に
拘
泥
し
て
躊
躇
せ
ば
必
ず
軍
機
を
失
ま
ら
ん
」
と
主

張
し
た
が
、
彼
ら
は
沈
黙
す
る
の
み
で
あ
る
。
や
む
な
く
指
揮
下
の
三
番
小
隊
を

率
い
て
熊
本
に
入
り
、
本
営
を
訪
れ
持
論
を
展
開
し
た
。
西
郷
と
桐
野
は
、
野
村

の
見
解
を
大
い
に
称
賛
し
、
野
村
の
一
隊
を
小
倉
へ
出
撃
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、

同
席
し
て
い
た
攻
城
部
隊
の
指
揮
官
ら
は
、
血
相
を
変
え
て
こ
れ
を
さ
え
ぎ
り
、

「
今
に
お
よ
び
我
に
他
を
し
て
先
ん
ぜ
し
む
る
如
き
は
、
余
輩
の
黙
過
す
る
に
忍



― 29 ―

び
ざ
る
所
な
り
」
と
い
う
。
攻
城
部
隊
の
将
校
ら
は
、
指
揮
下
の
部
隊
が
城
内
突

入
の
熾
烈
な
先
陣
争
い
を
し
て
い
る
と
き
、
後
塵
を
浴
び
せ
か
け
て
い
た
は
ず
の

後
続
部
隊
が
、
突
如
と
し
て
自
ら
を
追
い
越
し
て
東
上
し
、
文
字
通
り
先
陣
に
立

つ
こ
と
に
我
慢
が
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

結
局
、
甲
論
乙
駁
す
る
の
み
で
結
論
が
出
ず
、
そ
う
な
る
と
西
郷
・
桐
野
の
判

断
に
任
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
彼
ら
は
、「
城
の
陥
る
、
ま
さ
に
近
き
に
在
ら
ん
と

す
、
全
軍
長
駆
小
倉
に
出
で
ん
こ
と
、
未
だ
必
ず
し
も
晩
し
と
せ
ざ
る
な
り
」
と

裁
定
し
た
。
こ
の
結
論
に
は
伏
線
が
あ
る
。
こ
の
と
き
よ
り
少
し
前
、
熊
本
隊
の

士
族
が
薩
軍
本
営
に
来
訪
し
、「
城
中
食
乏
し
、
其
の
陥
る
、
当
（
ま
さ
）
に
近

き
に
在
る
べ
し
」
と
告
げ
て
い
た
。
熊
本
城
の
天
守
は
、
開
戦
直
前
の
不
審
火
で

焼
亡
し
て
お
り
、
熊
本
士
族
は
城
内
の
兵
糧
も
焼
失
し
て
い
る
と
進
言
し
た
と
み

ら
れ
、
西
郷
と
桐
野
は
、
こ
の
情
報
を
も
っ
て
、
長
囲
持
久
の
策
を
採
る
こ
と
に

決
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
城
内
の
食
料
事
情
は
切
迫
し
て
い

な
か
っ
た
。
火
災
の
前
に
分
散
蔵
置
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
熊
本
城
自
焼
説
の

根
拠
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

二
月
二
四
日
、
熊
本
城
長
囲
策
決
定
を
受
け
、
薩
軍
本
営
で
は
池
上
四
郎
を
攻

城
指
揮
官
に
決
め
、
各
大
隊
の
一
部
か
ら
な
る
混
成
部
隊
を
再
編
成
し
、
攻
城
部

隊
と
し
た
。
そ
の
他
の
主
だ
っ
た
将
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
を
指
揮
下
に
お
い

て
桐
野
利
秋
が
山
鹿
に
、
篠
原
国
幹
が
植
木
（
田
原
坂
）、
村
田
新
八
と
別
府
晋

介
は
木
留
、
永
山
弥
一
郎
は
松
橋
周
辺
の
海
辺
部
に
出
て
各
々
の
司
令
部
を
設
置

す
る
。
小
倉
・
福
岡
よ
り
南
進
す
る
政
府
軍
と
南
部
海
辺
（
八
代
海
）
よ
り
上
陸

す
る
で
あ
ろ
う
衝
背
軍
を
迎
撃
す
る
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
の
薩
軍
攻
城
兵

力
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

二
四
個
小
隊　
　

歩
兵
四
七
○
○
名

　
　

二
番
砲
隊　
　
　

四
斤
山
砲
複
数
門
・
臼
砲
数
門

　
　

本
営
護
衛　
　
　

歩
兵
二
○
○
名

　

籠
城
軍
に
兵
糧
攻
め
を
仕
掛
け
る
一
方
で
、
自
ら
の
兵
站
（
へ
い
た
ん
）
に
問

題
を
抱
え
る
薩
軍
、
増
援
軍
の
早
期
到
着
を
期
待
し
て
堅
城
に
拠
っ
た
籠
城
軍
、

か
く
し
て
双
方
の
給
養
と
い
う
面
か
ら
、
い
ず
れ
の
側
に
も
転
び
う
る
微
妙
な
兵

力
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
戦
機
は
動
き
出
す
。
二
四
日
以
降
、
政
府
軍
と
薩
軍
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
思
惑
を
背
景
と
し
て
新
し
い
戦
闘
段
階
に
突
入
し
て
い
っ
た
。

四　

火
砲

　

砲
戦
展
開

　

攻
城
軍
（
薩
軍
）
と
籠
城
軍
（
政
府
軍
）
の
双
方
に
お
い
て
、
戦
局
展
開
の
重

要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
の
は
、
火
砲
の
運
用
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
使
用
し
た

〈参考写真〉20ドイムモルチール（臼砲）
高島秋帆作：武雄市図書館歴史資料館蔵

四斤山砲（フランス製か）
（http//userdisk.webry.biglobe/ne.jp）
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火
砲
も
、
熊
本
城
の
攻
防

に
限
定
す
る
と
、
各
々
口

径
の
異
な
る
野
砲
、
山
砲
、

臼
砲
の
三
種
で
あ
る
。
野

砲
と
は
野
戦
で
用
い
る
大

砲
の
こ
と
で
、
発
砲
時
の

初
速
が
早
い
の
で
射
程
も

長
く
、
弾
道
も
ほ
ぼ
直
線

に
近
く
緩
や
か
な
弧
を
描

い
て
着
弾
す
る
。
砲
車
に

架
し
て
移
動
し
た
が
、
四

斤
野
砲
で
も
砲
身
重
量

三
三
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
前
後

と
い
い
、
ほ
ぼ
同
重
量
の

砲
車
と
合
わ
せ
て
牽
引
す

る
の
で
、
輓
馬
を
利
用
す

る
に
し
て
も
相
当
の
苦
労

が
あ
っ
た
。

　

運
用
目
的
に
合
わ
せ
て
、
各
種
の
洋
式
火
砲
が
存
在
し
た
が
、
当
時
の
火
砲
は
、

現
在
の
よ
う
に
す
べ
て
が
口
径
で
表
示
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
通
常
、
そ

れ
ぞ
れ
に
使
用
す
る
砲
弾
の
重
さ
で
呼
ば
れ
て
お
り
、
四
斤
山
砲
・
四
斤
野
砲
・

六
斤
野
砲
・
十
二
斤
野
砲
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
し
臼
砲
（
モ
ル
チ
ー
ル
砲
）
は
、

古
く
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
製
を
輸
入
し
て
い
た
関
係
か
ら
、
口
径
で
表
示
さ
れ
、
二
○

ド
イ
ム
（
二
○
㎝
に
相
当
）
臼
砲
な
ど
と
呼
称
し
た
。

　

四
斤
山
砲
は
四
斤
野
砲
と
同
じ
口
径
で
、
同
重
量
の
椎
ノ
実
型
砲
弾
（
四
斤
＝

約
一
、八
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
発
射
す
る
。
砲
身
重
量
が
約
一
○
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
と

軽
く
、
砲
車
と
合
わ
せ
て
も
二
○
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
下
回
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
山

砲
と
は
、
野
砲
と
比
較
し
て
砲
身
を
短
く
す
る
こ
と
な
ど
で
重
量
を
軽
く
し
、
運

動
性
を
向
上
さ
せ
た
火
砲
と
考
え
て
よ
い
。
薩
軍
の
使
用
し
た
四
斤
山
砲
は
、
旧

藩
集
成
館
で
製
造
し
た
国
産
青
銅
砲
と
み
ら
れ
、
砲
弾
前
装
式
の
旋
條
砲
（
ラ
イ

フ
ル
＝
螺
旋
溝
付
）
で
あ
っ
た
。

　
〈
火
砲
デ
ー
タ
〉

　
（
砲
種
）（
有
効
射
程
ｍ
）（
最
大
射
程
） （
口
径
㎜
）　
（
砲
弾
種
）　
（
砲
身
長
ｍ
）

　

四
斤
山
砲　

六
○
○　
　

二
六
○
○　

八
六
、五　

榴
弾
・
榴
散
弾　

○
、九
六

　

四
斤
野
砲　

一
○
○
○　

四
○
○
○　

八
六
、五　

榴
弾
・
榴
散
弾　
一
、六
○

　

幕
末
か
ら
明
治
初
頭
頃
に
か
け
て
生
産
さ
れ
た
国
産
の
洋
式
大
砲
は
、
当
時
の

工
業
水
準
か
ら
み
て
、
砲
身
の
強
度
な
ど
、
生
産
技
術
に
か
か
わ
る
部
分
で
の
不

良
品
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
総
じ
て
今
日
考
え
ら
れ
て
い
る
以
上
に
高
性
能
で

あ
っ
た
。
四
斤
山
砲
を
使
用
し
た
薩
軍
祇
園
山
（
花
岡
山
）
砲
座
お
よ
び
周
辺
砲

座
か
ら
の
砲
撃
事
例
を
み
て
み
よ
う
。

　

西
南
戦
争
に
お
け
る
砲
戦
の
開
始
は
、
二
月
二
二
日
で
あ
る
。
薩
軍
一
番
砲
隊

の
山
砲
と
野
砲
複
数
門
は
、
熊
本
城
の
西
北
方
島
崎
村
高
台
に
進
出
し
、
城
中
へ

向
け
て
砲
撃
を
開
始
し
た
。
藤
崎
台
に
配
置
さ
れ
た
鎮
台
砲
兵
も
こ
れ
に
応
戦
し
、

そ
の
う
ち
に
互
い
の
砲
座
を
狙
い
撃
つ
山
砲
同
士
の
砲
戦
へ
と
展
開
す
る
。
二
番

砲
隊
は
、
同
日
夜
半
、
熊
本
城
下
に
到
着
し
て
直
ち
に
城
を
望
む
祇
園
山
の
山
腹

と
日
向
崎
の
高
地
に
砲
座
を
構
築
し
た
。
そ
こ
へ
四
斤
山
砲
一
二
門
を
分
架
し
、

城
中
へ
の
砲
撃
を
開
始
す
る
。
天
守
閣
焼
盡
の
あ
と
、
本
丸
区
域
の
ど
こ
か
に
避

難
し
た
で
あ
ろ
う
鎮
台
本
営
（
総
司
令
部
）
へ
の
揺
さ
ぶ
り
と
、
城
内
へ
の
突
入

を
は
か
る
歩
兵
部
隊
の
支
援
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　

祇
園
山
砲
座
と
開
戦
直
前
に
焼
失
し
た
本
丸
天
守
の
距
離
は
、
直
線
に
し
て
約

花岡山砲座より熊本城天守閣を望む
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二
○
○
○
メ
ー
ト
ル
弱
で
あ
り
、
標
高
で
は
砲
座
構
築
地
点
が
わ
ず
か
に
高
い
。

こ
の
条
件
は
重
要
で
あ
る
。
射
撃
の
つ
ど
必
要
な
照
準
（
射
角
の
調
整
な
ど
）
作

業
も
容
易
と
な
る
う
え
、
四
斤
山
砲
で
狙
撃
可
能
な
距
離
で
あ
っ
た
。
有
効
射
程

六
○
○
メ
ー
ト
ル
と
は
い
う
も
の
の
、
装
薬
の
分
量
と
気
象
条
件
次
第
で
は
、
一

メ
ー
ト
ル
弱
の
短
砲
身
四
斤
山
砲
で
狙
う
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
実
際
に
本

丸
周
辺
や
飯
田
丸
へ
の
着
弾
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
目
視
照
準
で
直
接
熊
本
城
域

の
要
害
を
砲
撃
で
き
る
射
程
内
の
「
高
地
」
は
、
祇
園
山
の
北
東
山
腹
お
よ
び
四

方
池
台
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
攻
囲
戦
の
当
初
よ
り
最
後
ま
で
、
歩
兵
の
支
援
を
伴

う
攻
城
砲
座
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。
備
砲
の
一
部
は
、
戦
況
に
応
じ
て
山
を

下
り
、
各
戦
闘
地
域
へ
牽
引
し
て
歩
兵
の
支
援
、
対
陣
地
攻
撃
に
使
用
さ
れ
た
。

　

二
月
二
三
日
は
、
午
前
七
時
よ
り
高
麗
門
口
か
ら
、
古
城
・
県
庁
に
か
け
て
砲

撃
し
、
辺
見
十
郎
太
ら
一
隊
の
県
庁
突
入
を
支
援
し
た
。
し
か
し
、
守
備
兵
の
必

死
の
防
戦
に
加
え
、
藤
崎
台
お
よ
び
飯
田
丸
近
辺
に
拠
っ
た
鎮
台
砲
兵
と
の
山
砲

同
士
の
激
し
い
交
戦
で
、
四
方
池
台
と
花
岡
山
の
砲
座
は
一
時
沈
黙
す
る
に
至
り
、

県
庁
占
領
も
頓
挫
す
る
。
一
方
、
島
崎
村
と
新
町
に
進
出
し
た
別
働
の
砲
隊
は
、

本
来
の
四
斤
山
砲
の
有
効
射
程
に
よ
る
攻
城
砲
撃
で
、
城
内
の
各
所
に
砲
弾
を
落

下
さ
せ
た
。
特
に
弾
薬
貯
蔵
庫
付
近
へ
の
着
弾
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
、
鎮
台
工

兵
は
飯
田
丸
か
ら
伸
び
る
屈
曲
部
お
よ
び
地
蔵
門
跡
に
弾
薬
を
移
し
、
一
部
は
空

濠
に
穴
を
掘
っ
て
難
を
避
け
て
い
る
。

　

二
月
二
四
日
に
な
る
と
、
薩
軍
の
攻
城
方
針
が
、「
長
囲
持
久
の
策
」
に
決
定

し
た
こ
と
に
伴
い
、
南
下
す
る
政
府
軍
の
正
面
軍
と
海
辺
か
ら
北
上
す
る
同
衝
背

軍
対
策
と
し
て
、
攻
囲
兵
力
の
多
数
を
割
き
田
原
坂
・
八
代
方
面
な
ど
へ
の
投
入

が
始
ま
る
。
薩
軍
が
包
囲
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
、
広
大
な
熊
本
城
を
、
目
の
粗

い
網
で
遠
巻
き
に
囲
ん
で
い
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
実
態
で
あ
る
。
兵
力
の
移
動

は
、
い
ず
れ
鎮
台
側
に
察
知
さ
れ
る
と
し
て
も
、
当
分
の
間
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

圧
力
を
か
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
然
、
薩
軍
砲
兵
の
発
砲
機
会
は
増

え
、
応
戦
す
る
鎮
台
砲
兵
と
の
熾
烈
な
砲
戦
が
展
開
さ
れ
、
交
戦
形
式
の
主
体
は

砲
兵
戦
に
変
化
し
て
、
滞
陣
持
久
の
状
態
に
立
ち
至
る
。
他
方
で
は
、
薩
軍
の
こ

う
し
た
陽
動
作
戦
も
空
し
く
、
こ
の
日
を
境
に
籠
城
軍
の
騎
馬
に
よ
る
城
外
突
出

が
頻
繁
と
な
り
、
特
に
千
反
畑
・
安
巳
橋
か
ら
、
遠
く
は
九
品
寺
あ
た
り
ま
で
東

南
部
方
面
で
の
城
外
衝
突
が
常
態
化
し
て
い
く
。

　

臼
砲

　

さ
て
臼
砲
（
き
ゅ
う
ほ
う
）
で
あ
る
。
薩
軍
は
北
上
す
る
に
際
し
、
大
小
三
○

門
を
牽
引
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
二
○
ド
イ
ム
・
一
二
ド
イ
ム
と
い
わ
れ
る
サ
イ
ズ

の
も
の
で
、
攻
城
砲
と
し
て
運
用
可
能
な
火
砲
で
あ
っ
た
。
主
力
は
口
径
二
○
ド

４斤山砲弾（熊本城資料展示より）

20センチ臼砲弾と12センチ臼砲弾（熊本城資料展示より）
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イ
ム
（
二
○
㎝
）
で
、
砲
身
長
八
九
、六
㎝
の
青
銅
製
で
あ
る
。
発
射
角
四
五
度

で
発
射
す
る
よ
う
に
仰
角
を
固
定
し
て
あ
り
、
近
距
離
の
目
標
を
頭
上
か
ら
攻
撃

し
た
。
臼
砲
弾
は
高
い
弾
道
か
ら
逆
Ｕ
字
型
の
放
物
線
を
描
い
て
落
下
す
る
の
で
、

主
と
し
て
遮
蔽
物
の
背
後
に
い
る
敵
を
攻
撃
す
る
場
合
に
威
力
を
発
揮
す
る
。
臼

砲
の
名
称
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
臼
（
う
す
）
の
よ
う
に
肉
厚
で
短
い
砲
身
形

状
か
ら
、
発
砲
時
の
ガ
ス
圧
に
も
強
く
、
射
程
距
離
は
装
薬
の
増
減
で
調
節
し
た
。

鉄
材
で
補
強
し
た
積
層
の
厚
板
か
ら
な
る
砲
架
台
（
基
板
）
に
取
り
付
け
ら
れ
、

砲
車
か
ら
外
し
て
も
運
用
可
能
で
、
大
口
径
の
わ
り
に
数
名
の
人
力
で
搬
送
可
能

な
軽
便
砲
で
あ
っ
た
。

　

熊
本
に
お
け
る
攻
城
戦
も
、
セ
オ
リ
ー
ど
お
り
野
砲
や
山
砲
に
よ
る
遠
距
離
砲

撃
か
ら
始
ま
り
、
次
に
彼
我
の
距
離
が
近
接
す
る
に
お
よ
ん
で
小
銃
射
撃
に
移
り
、

突
撃
を
く
り
か
え
し
な
が
ら
互
い
の
塁
壁
に
拠
っ
て
膠
着
状
態
に
入
る
。
臼
砲
は
、

こ
の
段
階
に
お
い
て
距
離
感
覚
を
探
り
な
が
ら
運
用
す
る
こ
と
で
威
力
を
発
揮
し

た
。
長
六
橋
・
安
巳
橋
の
際
（
き
わ
）
に
薩
軍
臼
砲
陣
地
が
あ
り
、
二
月
二
七
日

の
戦
況
記
録
に
は
次
の
よ
う
に
猛
威
を
ふ
る
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。　

第
二
砲
隊
田
代
隊
は
二
十
珊
（
サ
ン
チ
）
臼
砲
を
安
巳
橋
に
備
へ
、
昼
夜
間

断
な
く
城
中
を
砲
撃
す
、
其
飛
弾
猛
烈
、
恰

も
城
兵
の
頭
上
に
落
つ
る
が
如
く
、
為
に
塁

壁
隠
蔽
の
地
も
全
く
防
守
の
術
を
失
し
、
大

い
に
弾
薬
之
貯
蔵
に
困
（
苦
）
し
み
た
り
し

…
　

田
代
の
臼
砲
隊
は
、
三
月
に
入
り
、
一
○

○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
隔
た
っ
た
千
葉
城
や
飯

田
丸
へ
砲
撃
す
る
こ
と
激
甚
を
極
め
、
多
大

な
戦
果
を
挙
げ
た
。
臼
砲
弾
は
球
形
の
砲
弾

で
、
古
く
は
灼
熱
し
た
実
体
弾
（
焼
玉
式
焼

夷
弾
）
が
用
い
ら
れ
た
が
、
維
新
戦
争
の
頃

に
は
、
中
空
球
形
の
弾
体
に
炸
薬
と
鉄
片
を

詰
め
た
榴
弾
が
主
流
と
な
り
、
破
壊
力
と
殺

傷
力
は
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
る
。
九
月

一
九
日
よ
り
二
四
日
に
至
る
鹿
児
島
城
山
の

最
終
戦
で
は
、
政
府
軍
が
城
山
攻
め
で
用
い

た
臼
砲
は
、
二
十
珊
四
門
、
十
三
珊
一
門
、
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十
二
珊
二
門
の
合
計
七
門
で
あ
っ
た
。
政
府
軍
攻
城
砲
隊
戦
闘
報
告
に
よ
る
と
、

そ
の
威
力
が
強
力
す
ぎ
て
惨
状
目
を
覆
う
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

薩
軍
幹
部
も
、
維
新
戦
争
を
転
戦
し
た
経
験
か
ら
、
臼
砲
の
運
用
法
と
射
撃
効

果
は
知
り
尽
く
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
山
砲
の
数
を
上
回
る
三
○
門
の
大
口
径

臼
砲
を
牽
引
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
熊
本
城
は
、
会
津
若
松
城
と
比
較

し
て
も
数
倍
の
規
模
が
あ
り
、
城
中
の
一
定
区
域
に
砲
弾
の
撒
布
密
度
を
高
め
、

戦
意
を
喪
失
さ
せ
開
城
を
は
か
る
戦
術
は
、
物
理
的
に
も
、
剽
悍
勇
猛
を
旨
と
す

る
薩
摩
人
の
気
質
上
か
ら
も
採
用
し
難
い
。
さ
ら
に
、
比
較
的
ゆ
る
や
か
な
攻
囲

状
況
下
に
お
い
て
は
、
籠
城
軍
陣
地
に
接
近
し
た
近
距
離
か
ら
射
撃
を
お
こ
な
う

臼
砲
隊
は
、
城
外
に
出
没
す
る
鎮
台
兵
の
襲
撃
目
標
で
あ
っ
た
。

五　

不
落

　

熊
本
城
域
に
は
、
茶
臼
山
の
最
高
地
点
た
る
北
東
部
分
に
本
丸
域
が
あ
り
、
旧

藩
時
代
は
藩
政
の
中
心
機
関
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
西
側
二
ノ
丸
域
に
は
、
そ

の
ほ
か
の
藩
庁
機
関
と
重
臣
の
屋
敷
、
そ
の
周
り
に
も
家
臣
の
居
宅
が
配
置
さ
れ
、

南
部
の
古
い
城
域
に
も
三
渕
・
藪
・
朽
木
な
ど
高
禄
の
家
臣
が
居
住
し
て
い
た
。

自
然
の
地
形
お
よ
び
多
少
の
高
低
差
を
活
か
し
た
梯
廓
式
の
縄
張
り
と
い
え
る
。

維
新
後
は
陸
軍
省
の
管
理
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
旧
本
丸
に
熊
本
鎮
台
本
営
、
旧

二
ノ
丸
に
射
撃
場
と
歩
兵
十
三
連
隊
の
屯
営
、
古
城
界
隈
に
砲
兵
屯
営
と
熊
本
県

庁
が
置
か
れ
、
そ
の
他
、
鎮
台
関
連
諸
施
設
の
集
ま
る
一
大
軍
事
基
地
と
な
っ
て

い
た
。

　

旧
本
丸
域
西
部
の
広
大
な
城
域
は
、
高
級
家
臣
の
邸
宅
跡
石
組
み
や
藩
政
時
代

の
城
壁
と
で
、
石
垣
に
囲
ま
れ
た
高
低
差
を
と
も
な
う
中
小
廓
状
の
集
合
体
が
形

成
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
石
垣
の
至
る
所
に
屈
曲
部
分
が
設
け
ら
れ
、
西
南
戦
争

時
は
、
そ
こ
に
「
矢
掛
り
」
と
称
し
て
伏
兵
が
ひ
そ
み
、
薩
軍
突
撃
隊
を
大
い
に

悩
ま
せ
て
い
る
。
鎮
台
兵
は
退
却
を
装
い
、
下
か
ら
攻
め
上
っ
て
く
る
薩
兵
を
誘

い
込
み
、
塁
壁
や
城
壁
の
上
か
ら
、
矢
掛
り
の
部
分
か
ら
、
猛
射
を
加
え
た
。
開

戦
直
前
に
は
、
前
年
の
神
風
連
の
乱
を
経
験
と
し
て
、
既
存
の
小
廓
群
と
は
別
途

に
、
要
所
要
所
に
塹
壕
や
土
塁
・
鹿
柴
（
ろ
く
さ
い
）
を
築
廻
し
、
よ
り
堅
固
な

要
塞
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
薩
軍
得
意
の
抜
刀
突
撃
も
、
城
内
に
突
入
す
る

前
に
、
延
々
と
張
り
巡
ら
さ
れ
た
籠
城
軍
陣
地
の
抵
抗
に
遭
い
、
ほ
と
ん
ど
そ
の

目
的
を
達
成
で
き
て
い
な
い
。

　

堅
塁
に
拠
る
と
は
い
え
、
将
校
・
下
士
官
を
除
い
た
大
多
数
の
鎮
台
兵
は
、
百

姓
や
町
人
出
身
で
あ
る
。
神
風
連
の
一
挙
以
来
、
猛
訓
練
で
鍛
え
上
げ
ら
れ
、
士

気
は
高
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
薩
摩
士
族
と
の
比
較
で
は
劣
勢
を
ま
ぬ
が
れ
な

い
。
薩
軍
の
熊
本
城
下
到
着
前
、
二
月
一
九
日
天
守
閣
焼
盡
の
事
実
は
、
鎮
台
兵

の
士
気
に
い
か
な
る
作
用
を
お
よ
ぼ
し
た
の
か
。
司
令
長
官
谷
干
城
は
土
佐
、
参

謀
長
樺
山
資
紀
は
薩
摩
、
参
謀
副
長
児
玉
源
太
郎
は
長
州
、
参
謀
川
上
操
六
は
薩

摩
で
あ
り
、
籠
城
軍
将
校
四
○
名
前
後
の
な
か
に
旧
熊
本
藩
士
は
い
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
当
時
の
熊
本
鎮
台
幹
部
に
は
、
熊
本
城
に
執
着
し
配
慮
す
る
理
由
は

何
も
な
か
っ
た
。

　

巨
大
な
天
守
閣
は
、
戦
闘
が
開
始
さ
れ
る
と
薩
軍
砲
兵
の
格
好
の
標
的
と
な
り
、

四
方
八
方
か
ら
砲
撃
を
受
け
、
早
々
に
炎
上
す
る
だ
ろ
う
。
戦
闘
に
よ
る
焼
失
は
、

落
城
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
り
、
兵
士
の
士
気
に
負
の
影
響
を
惹
起
す
る
。
天
守
閣

は
、
城
の
象
徴
的
建
造
物
で
あ
る
。
そ
れ
が
開
戦
直
前
に
炎
上
し
滅
失
し
た
こ
と

は
、
背
水
の
陣
を
体
現
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
籠
城
軍
将
兵
に
一
層
の
緊
張
と
士

気
の
高
揚
を
も
た
ら
し
た
。
薩
軍
に
対
す
る
影
響
で
は
、
本
丸
域
と
そ
の
周
辺
の

目
視
対
象
物
滅
失
に
よ
る
火
砲
照
準
の
困
難
さ
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実

際
、
鎮
台
中
枢
部
分
へ
の
砲
撃
効
果
の
減
殺
を
招
い
て
し
ま
っ
た
。
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鎮
台
兵
の
守
る
熊
本
城
は
、
精
強
を
誇
る
薩
摩
士
族
の
猛
攻
を
も
っ
て
し
て
も

陥
落
し
な
か
っ
た
。
後
年
、
こ
の
事
実
か
ら
難
攻
不
落
の
城
た
る
評
価
が
高
ま
っ

た
。
し
か
し
、
薩
軍
の
攻
城
に
耐
え
た
こ
と
を
も
っ
て
堅
城
の
証
明
と
す
る
に
は

あ
た
ら
な
い
。
薩
軍
は
、
鹿
児
島
―
熊
本
間
に
お
け
る
兵
站
（
へ
い
た
ん
）
や
資

金
の
調
達
、
そ
の
他
の
戦
闘
資
源
の
集
中
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
出
兵
し
て
い

る
。
熊
本
鎮
台
の
対
応
を
楽
観
し
、
か
つ
戦
闘
能
力
を
過
小
評
価
し
て
い
た
と
い

う
側
面
が
あ
る
に
し
て
も
、
熊
本
城
攻
略
の
失
敗
は
、
作
戦
計
画
や
兵
力
な
ど
に

関
わ
る
事
前
の
準
備
不
足
を
含
め
て
、
戦
術
無
き
攻
城
、
攻
囲
の
不
徹
底
に
尽
き

る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
我
が
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
草
分
け
、
福
地
源
一
郎
（
桜
痴
）
の
筆

に
な
る
、
攻
城
開
始
よ
り
一
○
日
ば
か
り
後
、
明
治
一
○
年
三
月
六
日
付
東
京
日

日
新
聞
、「
賊
軍
に
背
水
の
陣
な
し
」
の
見
出
し
で
書
か
れ
た
記
事
を
掲
げ
て
お
く
。

此
等
は
只
一
目
散
に
鹿
児
島
を
飛
び
出
し
、
後
陣
の
用
意
も
無
け
れ
ば
本
国

へ
の
通
路
も
保
護
せ
ず
、
猪
の
荒
れ
出
し
た
る
如
く
後
も
顧
み
ず
し
て
猛
進

し
た
れ
ば
、
肥
後
口
に
の
み
集
合
し
た
り
、
尤
も
兵
器
・
糧
食
と
も
敵
地
に

因
る
の
策
に
て
、
所
謂
背
水
決
死
の
軍
な
れ
ば
、
一
時
は
剽
悍
な
る
べ
け
れ

ど
も
追
々
弾
薬
は
尽
き
る
、
鎮
台
は
陥
ら
ず
案
に
相
違
に
体
な
れ
ば
、
か
の

破
る
る
も
又
数
日
を
出
ざ
る
べ
し
と
思
は
る
、

 

（
※
明
ら
か
な
誤
植
は
訂
正
し
た
）

　

鹿
児
島
の
不
平
士
族
が
、
後
先
も
考
え
ず
猪
武
者
の
ご
と
く
飛
び
出
し
た
も
の

の
、
兵
站
に
ま
で
思
い
が
至
ら
ず
、
背
水
の
陣
を
決
め
込
ん
だ
こ
と
を
揶
揄
（
や

ゆ
）
し
て
い
る
。
糧
食
・
弾
薬
の
尽
き
た
と
こ
ろ
で
命
運
も
尽
き
る
と
の
見
方
が
、

当
時
知
識
者
層
の
大
勢
で
あ
り
、
福
地
は
、
籠
城
軍
将
兵
に
こ
そ
背
水
の
陣
を
み

て
い
た
の
で
あ
る
。

※
本
稿
は
、
拙
著
「
明
治
十
年
、
熊
本
城
の
攻
防
」（『
海
路
』
第
七
号
所

収
・
海
鳥
社
二
○
○
九
年
一
月
一
日
刊
行
）
を
骨
子
に
、
補
整
を
加
え
た

も
の
で
あ
る
。

※
本
文
中
に
掲
載
し
た
「
戦
闘
初
期
に
お
け
る
薩
軍
の
主
要
砲
座
配
置
図
」

は
、
右
同
「
明
治
十
年
、
熊
本
城
の
攻
防
」
よ
り
転
載
し
た
。
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史
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